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２
月
２
日
、
桜
川
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
す
」
が
開
館

し
、
開
館
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

式
典
に
は
、市
の
関
係
者
の
ほ
か
、

国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
や
施
工
業
者
な
ど
約

１
０
０
名
が
出
席
。
ピ
ア
ノ
寄
贈

者
や
建
設
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
式
や
、
愛
称
「
さ
く
ら
す
」
を

考
案
し
た
方
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
塚
市
長
は
「
市
民
の
皆
さ
ま

の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

と
な
る
当
施
設
を
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。
市
の

発
展
と
地
域
の
絆
を
さ
ら
に
深
め

る
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
話
し
、
岩
瀬
西
中
学
校
に

よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
の

な
か
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
、正
式
に
開
館
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
磯
部
桜
川
公
園
植

樹
祭
２
０
２
５
（
桜
川
大
作
戦
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
大
塚
市
長
や
さ
く
ら

が
わ
応
援
大
使
の
安あ

だ
ち達
勇ゆ

う
と人
さ
ん

が
出
席
し
、
市
内
の
児
童
や
桜
の

愛
好
家
な
ど
約
１
０
０
名
が
参

加
。
市
内
の
小
学
校
で
種
か
ら
育

て
ら
れ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
12

本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

磯
部
桜
川
公
園
の
一
部
を
含
む

一
帯
は
、
大
正
13
年
に
国
指
定
名

勝
「
櫻
川
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、

令
和
６
年
に
は
指
定
か
ら
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
市
内
の
児
童
は
、

「
１
０
０
年
前
か
ら
続
い
て
い
る

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
風
景
を
、
今
度
は

私
た
ち
が
１
０
０
年
先
ま
で
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ヤマザクラの苗木を植樹した大塚市長と安達さん（左）

感謝状や愛称の表彰を受けた皆さん

記念セレモニーでのテープカット

会場を盛り上げる安達さん 植樹祭に参加した皆さん


